
本製品を混入したコンクリートの状況

割れてもしっかりと繊維がつな
ぎ止め、剥落を防止できる。

鹿児島県肝付町 内之浦津波避難タワー（2019年4月竣工）

概　要
　「ニュークリートセカンド」は、銃撃、爆裂に対するコンク
リートの研究をしているイスラエル企業が、コンクリート・
モルタルのひび割れ抑制を目的として開発したナイロン繊維。
　１m3分300gには繊維長12㎜、繊維径12～15μmという超極
細の繊維が約１億2,000万本入っている。この大量の超極細
繊維はアスペクト比が大きいので曲げタフネスに効果が大き
く、通常のコンクリートでは得ることのできない架橋効果を
発揮し、「初期クラック・乾燥収縮ひび割れ・温度ひび割れ
を抑制」「剥離・剥落の防止」「接着強度の増加」等の効果を
高める。また、袋ごと投入できるため、現場での作業性、安
全性が確保できる。2023年９月にNETIS識別記号VEを取得。

使用用途
［土木］	・橋梁、高架橋、壁高欄、地覆部等
	 ・法面、法枠工　　　・トンネル覆工
	 ・湾岸のコンクリート構造物
	 ・水門・樋門　　　　・舗装コンクリート

［建築］	・物流倉庫床面　　　・高強度コンクリート建造物
	 ・戸建住宅の基礎、土間
	 ・RC造建築物全般　　・モルタル、珪藻土など
	 ・コンクリート二次製品

留意事項
１．設計時 
繊維混入量：標準混入量300g/m3。

２．施工時
・生コン車投入後、高速回転で約４分間撹拌すること
※	施工前の試験練りを指導する

３．維持管理等
撹拌の際には乾燥した状態での投入を指導する。万一、保
管管理が好ましい状態ではなく商品が水分を含んだりする
と、撹拌の際に均一に混ざらない可能性があるので注意す
る。保管方法としては、湿気が来ないように保管する。

施工事例

コンクリート工その他

コンクリート補強用ナイロン繊維
ニュークリート セカンド
NETIS登録番号：QS-200016-VE
NNTD登録番号：1134
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特　長
１．普通コンクリートにナイロン繊維を300g/m3混入するこ
とで、初期クラック・乾燥収縮ひび割れ等を抑制できる。
２．表面を特殊コーティング（国際特許取得済み）したこと
で、コンクリート内部に均一な分散が可能となる。
３．ナイロン繊維は300gごとに袋詰めされており、計量の
必要がない。また、袋ごと投入ができる。
４．土木、建築、コンクリートの二次製品等工種を選ばず適
用できる。
５．モルタル・コンクリートの吹き付け工事には特に適して
いる。
６．プラントでの投入と生コン車での現場投入とし、投入の
ための特殊な機械等は不要である。

荷姿 繊維

　JR東日本は、2003年１月
以降の新設構造物の剥落防
止対策として、合成繊維に
よる繊維補強コンクリート
を適用することを決定し、
本製品は該当繊維として認
定されている。

トンネル覆工剥落防止
（国土交通省北陸地方整備局）

九州新幹線壁高欄ひび割れ防止
（鉄道運輸機構）

端部に繊維を確認できる。１
本の繊維がつなぎ止めている。
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測定状況 アプリケーション上の鉄筋計測画面

概　要
従来の鉄筋出来形計測は、準備・計測・立会検査・写真撮
影・片付け・写真の管理・帳票作成等が手作業で行われてお
り、かねてより省力化が求められていた。
本技術は、土木・建築現場において、市販のタブレット端
末と深度カメラを用いて撮影した画像から、自動的に鉄筋の
本数と鉄筋ピッチを抽出・計測することで、配筋の出来形確
認の効率化を支援する技術。
画像とタブレット端末に表示した計測結果を、タブレット
端末からクラウドに送信し、クラウド側システムにて自動で
帳票を作成することもできる。

使用機器
使用する機器は、深度カメラ（２つの赤外カメラでステレ
オ視することにより、物体までの距離や形状を認識できるカ
メラ）を搭載したタブレット端末。
鉄筋計測の専用機器は不要で、機器の総重量も1kg以下と
可搬性に優れ、撮影時の負担もほとんどない。

特　長
１．事前準備と片付けが不要で、計測時間と帳票作成時間も
短くなることで工程の短縮を実現。同社と三井住友建設株
式会社の検証では作業時間を1/3短縮できることを確認し
た。
２．ヒューマンエラーによる測定誤差がなくなり、品質の向
上が図れる。
３．今まで補助職員が担っていた事前準備と片付けが不要と
なり、経済性の向上につながる。
４．計測から帳票作成までの時間が短縮されるので、施工性
が高まる。
５．鉄筋の切断面や結束線による切り傷や挟まれ等、移動時
の転倒の危険性が低減され、安全性の向上が図れる。

適用条件
１．自然条件
タブレット端末が正常に動作する気温（５℃～35℃）、
湿度（45%～85%）の範囲内。
２．現場条件
計測対象の鉄筋から、１m～1.5mの距離で撮影できること。
インターネットへの接続が可能な通信環境があること。

適用範囲
１．適用可能範囲
D13～D51までの異形・ネジ型鉄筋
２．効果が高い範囲
配筋検査対象が多い工事
配筋検査を高頻度に行う工事

施工方法
１．鉄筋の撮影
深度カメラと接続したタブレットで
鉄筋を撮影する。
２．鉄筋の抽出
アプリケーション上で、深度カメラ
の情報を基に画像内の鉄筋の形状や
位置を把握し、計測対象の鉄筋を画
像解析により抽出する。
３．計測
アプリケーション上で抽出した鉄筋
を計測する。
４．アップロード
アプリケーションから計測結果をク
ラウド環境にアップロードする。
５．帳票出力
クラウド環境から帳票を出力する。

施工管理

鉄筋出来形自動検測システム

株式会社日立ソリューションズ
〒140-0002　東京都品川区東品川4-12-7　日立ソリューションズタワー
TEL  03-5780-2111
URL  https://www.hitachi-solutions.co.jp/
mail  hs-contech-inquiry@mla.hitachi-solutions.com

［資料請求先］お問い合わせ窓口
https://www.hitachi-solutions.co.jp/cgi-bin/form/geomation/contact/

特集-112／土木工事／コンクリート工

NETIS登録番号：KT-230214-A

112t231227日立ソリューションズ.indd   1 2024/02/06   17:31

2023年度 建設資材・工法年鑑掲載2023年度 建設資材・工法年鑑掲載2024年度 建設資材・工法年鑑掲載

https://www.kensetsu-plaza.com
https://www.kensetsu-plaza.com

